
三
級(

も
の
し
り
コ
ー
ス
）
と

二
級
（
中
国
通
コ
ー
ス
）
検
定

第
二
回
目
と
な
る
今
年
は
、
一
気
に

裾
野
を
広
げ
る
べ
く
、
各
都
道
府
県
に

広
が
る
当
協
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
試
験
会
場
を
全
国
二
七
都
市
・

三
一
カ
所
に
広
げ
、
三
級(

も
の
し
り

コ
ー
ス
）
と
新
た
に
二
級
（
中
国
通
コ
ー

ス
）
を
設
け
ま
す
。
来
年
度
の
試
験
で

は
さ
ら
に
一
級
（
百
科
老
師
コ
ー
ス
）

を
新
設
し
、
三
ク
ラ
ス
が
す
べ
て
揃
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
級
の
公
式
マ
ス
コ
ッ

ト
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）

も
作
成
し
ま
し
た
。

試
験
対
策
問
題
集
を
発
行
、

あ
な
た
も
ぜ
ひ
受
験
を

ま
た
、
昨
年
の
受
験
生
か
ら
要
望
が

高
か
っ
た
「
試
験
対
策
問
題
集
（
一
・

二
・
三
級
）
」
（
税
込
み
１
０
８
０
円
、

(

株)

め
こ
ん
発
行
）
を
作
成
し
、
二
月

よ
り
全
国
の
書
店
や
日
中
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
都
道
府
県
連
合
会
、
支
部

を
通
じ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
検

定
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
想

定
問
題
や
対
策
講
座
な
ど
各

種
情
報
を
発
信
し
て
い
く
予

定
で
す
。

大
阪
で
も
、
府
連
試
験
実
施

委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
受
験
促
進
対
策

講
座
を
、
六
月
二
一
日
、
七
月
十
二
日

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
が
受

験
し
や
す
い
よ
う
に
北
と
南
の
二
会
場

で
実
施
し
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
あ
げ
ま
す
。
要
員
で
の
ご
協
力

も
お
願
い
し
ま
す

【
行
事
案
内
】

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
長
会
議

四
月
十
九
日
（
日
）
一
時
半
か
ら

大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館

日
本
中
国
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会

「
中
国
」
定
例
研
究
会

第
二
シ
リ
ー
ズ

第
三
回

「
自
衛
隊
を
解
剖
す
る
」

問
題
提
起
：
河
本
正
道
氏

五
月
二
四
日(

日)

午
後
二
時
か
ら

日
中
文
化
教
室
二
〇
五
号
室

太
極
拳
攻
防
講
座
５

よ
り
進
化
し
た
内
容
で
、
お
な
じ
み

の
攻
防
講
座
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

太
極
拳
の
攻
防
原
理
を
学
び
、
実
際
に

動
い
て
も
ら
い
、
感
じ
て
も
ら
う
、
基

礎
講
座
で
す
。

六
月
六
日
〜
七
日
（
土
・
日
）

石
清
水
八
幡
宮
研
修
セ
ン
タ
ー

き
り
え
教
室(

団
扇)

六
月
二
四
日(

水)

午
後
二
時
か
ら

日
中
文
化
教
室
二
〇
五
号
室

日
中
友
好
と
平
和
の
集
い

七
月
一
日
（
土
）
午
後
六
時
か
ら

大
阪
天
満
橋

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

大
阪
府
連
大
会

七
月
五
日
（
日
）
大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館

望
郷
の
鐘

今
後
の
上
映
予
定

七
月
十
一
日
堺
市
南
区
・
栂
文
化
会
館

八
月
二
三
日
泉
南
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル

八
月
二
九
日

東
大
阪
・
大
阪
府
立

中
央
図
書
館
ラ
イ
テ
ィ
ホ
ー
ル
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中
国
百
科
検
定
九
月
に
大
阪
南
北
二
会
場

試
験
対
策
問
題
集
を
販
売
中

府連通信

会
員
の
皆
さ
ん
、
中
国
語
講
座
を
受

講
す
る
方
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

中
国
の
文
化
を
中
国
語
を
通
じ
て
ふ

れ
る
事
が
出
来
ま
す
。
翻
訳
で
は
な
く

原
語
で
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

受
け
取
り
方
は
全
く
異
な
り
ま
す
。

た
と
え
片
言
で
も
話
し
か
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
「
爆
買
い
」
な
ど
で
回

復
し
た
訪
日
中
国
人
旅
行
者
に
ど
れ
ほ

ど
い
い
印
象
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
！

仕
事
や
旅
行
で
中
国
に
行
っ
た
時
、

簡
単
な
会
話
が
で
き
れ
ば
通
訳
を
通
じ

た
会
話
と
は
全
く
違
う
体
験
が
で
き
ま

す
。五

〇
年
の
歴
史
に
裏
付
け
ら
れ
た
親

切
で
丁
寧
な
講
義
は
定
評
が
あ
り
ま
す
。

教
室
も
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
北
隣
り
、

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
東
隣
り
、
各
タ
ー
ミ

ナ
ル
か
ら
す
ぐ
近
く
で
す
。

４月開講中国語講座へどうぞ

日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
で
は
、

「
戦
後
七
〇
年
を
記
念
し
、
安
倍
政

権
の
戦
争
に
向
か
う
暴
走
と
対
決
し
、

日
中
不
再
戦
の
決
意
を
新
た
に
す
る
。

従
来
を
大
き
く
超
え
る
幅
広
い
取
り

組
み
に
す
る
た
め
、
若
者
の
力
を
集

め
、
文
化
的
な
色
彩
に
富
ん
だ
集
会

を
め
ざ
す
」
こ
と
を
確
認
し
、
５
０

０
人
規
模
で
の
集
い
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

七
月
一
日
（
水
）
六
時
半
か
ら
天
満

橋
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
開
催
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

つ
ど
い
で
は
、
朗
読
劇
「
戦
時
下

反
戦
放
送
・
長
谷
川
テ
ル
の
生
涯
と

遺
児
曉
子
」
お
よ
び
堺
在
住
の
長
谷

川
曉
子
氏
に
よ
る
「
日
中
不
再
戦
・

平
和
友
好
の
新
た
な
誓
い
」
（
訴
え
）

が
行
わ
れ
ま
す
。

「
朗
読
劇
」
は
『
長
谷
川
テ
ル
―

日
中
戦
争
下
で
反
戦
放
送
を
し
た
日

本
女
性
―
』
（
せ
せ
ら
ぎ
書
房
、
２

０
０
７
）
の
著
者
の
一
人
で
あ
り
、

長
谷
川
曉
子
さ
ん
の
友
人
で
も
あ
る

「
劇
団
息
吹
」
の
坂
手
日
登
美
さ
ん

が
、
ぜ
ひ
良
い
も
の
に
と
演
出
を
買
っ

て
出
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

二
面
に
「
長
谷
川
テ
ル
女
史
Ａ
Ｂ

Ｃ
」
掲
載
。
そ
の
ほ
か
、
野
田
淳
子

さ
ん
の
演
奏
が
決
ま
り
、
合
唱
団

「
昴
」
な
ど
出
演
交
渉
中
で
す
。
参

加
者
の
共
感
と
感
動
を
呼
ぶ
集
い
と

す
る
た
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
お
力

添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
中
不
再
戦
と
平
和
友
好
の
つ
ど
い

安
倍
首
相
に
過
去
の
克
服
を
進
言
す
る

あなたも中国語講座へ
授業料も一期６ヶ月48,000円と良心的な価格に設定さ

れています。会員割引もあります。開講期間は４月か

ら９月まで２０回、２時間授業です。初級から上級ま

で２１クラスあります。ぜひ受講してください。
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日
中
友
好
協
会
第
三
回
常
任
理
事
会

が
三
月
七
、
八
の
両
日
、
東
京
都
内
で

開
催
さ
れ
、
大
阪
か
ら
、
渡
辺
武
会
長

（
本
部
副
会
長
）
と
松
尾
理
事
長
（
常

任
理
事
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

六
月
の
全
国
大
会
ま
で
に
推
進
し
て

い
こ
う
と
確
認
さ
れ
た
戦
後
七
〇
年
を

迎
え
る
不
再
戦
活
動
と
「
仲
間
ふ
や
し
」

の
取
組
み
を
府
連
理
事
会
（
二
月
十
五

日
開
催
）
決
定
、
常
任
理
事
会
で
の
議

論
と
合
わ
せ
て
報
告
し
ま
す
。

戦
後
七
〇
年
「
７
・
１
不
再
戦
・

平
和
の
つ
ど
い
」
の
成
功
を

「
憲
法
九
条
を
変
え
、
国
の
在
り
方
を

根
本
的
に
変
え
よ
う
と
す
る
危
険
な
動

き
の
中
で
、
協
会
は
国
民
に
大
き
な
責

任
を
負
っ
て
い
る
」
な
ど
が
議
論
さ
れ
、

協
会
が
戦
後
七
〇
年
の
節
目
に
何
を
主

張
し
、
何
を
行
な
う
の
か
を
、
日
本
と

中
国
の
み
な
ら
ず
世
界
の
人
び
と
に
伝

え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
が
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
連
で
は
、
七
月
一
日
に
、

「
７
・
１
不
再
戦
・
平
和
の
つ
ど
い
」

を
天
満
橋
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
を

会
場
に
５
０
０
名
規
模
で
取
り
組
む
こ

と
を
決
め
ま
し
た
（
「
つ
ど
い
」
の
詳

細
に
つ
い
て
は
別
稿
参
照
）
。

中
国
へ
の
関
心
に
応
え
ら
れ
、

地
域
に
根
ざ
す
組
織
め
ざ
し

１
０
０
人
の
仲
間
を
迎
え
よ
う

組
織
財
政
特
別
強
化
期
間
」
で
は
、

全
国
で
８
０
０
人
以
上
の
新
し
い
な
か

ま
を
迎
え
ま
し
た
。
退
会
者
も
あ
っ
て

純
増
で
は
１
６
５
人
で
し
た
。
声
を
か

け
れ
ば
「
仲
間
ふ
や
し
」
の
可
能
性
を

確
信
さ
せ
ま
し
た
。

大
阪
で
も
、
地
域
に
根
ざ
す
活
動
を

す
す
め
る
に
は
支
部
の
再
建
、
結
成
が

不
可
欠
で
す
。
大
阪
府
連
の
理
事
会
で

は
、
大
会
ま
で
に
１
０
０
人
の
会
員
準

会
員
を
増
や
そ
う
と
決
め
ま
し
た
。
目

標
達
成
を
役
員
が
先
頭
に
な
っ
て
協
会

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
松
尾
）
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私
は
人
間
と
し
て
、
女
性
と
し
て
、

本
能
的
に
平
和
を
渇
望
す
る

「
知
る
人
ぞ
知
る
」
で
は
す
ま
な

い
、
国
際
反
戦
・
平
和
、
女
性
史

上
の
先
駆
者
で
す
。
国
際
共
通
語

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
へ
の
関
心
か
ら
、

労
農
運
動
に
も
目
を
開
か
れ
、
治

安
維
持
法
に
よ
る
奈
良
県
一
斉
弾

圧
で
検
挙
さ
れ
、
奈
良
女
子
高
等

師
範
学
校
（
現
奈
良
女
子
大
）
を

四
年
生
で
放
校
処
分
。
東
京
に
戻

り
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
通
じ
て
、

「
抗
日
救
国
」
の
情
熱
に
燃
え
る

「
満
州
」
出
身
留
学
生
・
劉
仁
と

知
り
合
い
、
結
婚
し
ま
し
た
。

日
本
の
中
国
全
土
侵
略
の
不
穏

な
情
勢
下
、
「
抗
日
救
国
」
運
動

参
加
の
た
め
帰
国
し
た
夫
を
追
っ

て
、
上
海
に
渡
航
し
た
の
が
１
９

３
７
年
四
月
、
日
中
戦
争
勃
発
三

カ
月
前
の
こ
と
で
し
た
。
上
海
事

変
、
南
京
大
虐
殺
を
目
に
し
た
長

谷
川
テ
ル
は
、
武
漢
・
重
慶
か
ら

の
反
戦
ラ
ジ
オ
放
送
を
決
意
。
テ

ル
二
六
歳
、
三
年
間
２
１
８
回
に

わ
た
っ
て
日
本
の
兵
士
た
ち
に
直

接
訴
え
ま
し
た
。
「
日
本
の
将
兵

の
み
な
さ
ん
！
ど
こ
で
こ
の
放
送

を
お
聴
き
で
し
ょ
う
か
」
に
始
ま

る
放
送
は
、
中
国
の
子
供
、
老
人
、

女
性
の
悲
惨
な
被
害
を
訴
え
る
と

と
も
に
、
日
本
が
仕
掛
け
て
い
る

戦
争
が
大
義
の
な
い
侵
略
戦
争
で

あ
る
こ
と
、
日
本
兵
士
た
ち
の
家

族
が
ど
ん
な
に
か
皆
の
無
事
を
祈

り
続
け
て
い
る
か
、
兵
士
た
ち
が

血
を
流
さ
ず
ど
う
か
生
き
抜
い
て

ほ
し
い
、
と
切
々
と
よ
び
か
け
る

も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
日
本
の
兵

士
に
は
す
く
な
か
ら
ぬ
動
揺
を
、

中
国
の
民
衆
に
は
大
き
な
励
ま
し

を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
、
と
い

う
証
言
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
で
は
軍
と
特
高
情
報
に
も

と
づ
い
て
、
新
聞
が
名
指
し
で

「
売
国
奴
」
と
書
き
立
て
、
実
父

宅
に
は
「
自
決
せ
よ
」
と
い
う
投

書
や
石
が
投
げ
込
ま
れ
ま
し
た
。

当
時
、
重
慶
で
中
国
共
産
党
代
表

と
し
て
抗
日
統
一
戦
線
を
指
揮
し

て
い
た
周
恩
来
は
、
テ
ル
に
対
し

て
「
帝
国
主
義
者
は
あ
な
た
を
売

国
奴
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
な
た
は
日
本
人
民
の
忠
実
な
娘

で
あ
り
、
あ
な
た
こ
そ
日
本
の
真

の
愛
国
者
で
す
」
と
称
賛
・
激
励

を
惜
し
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
中

戦
争
が
日
本
の
敗
北
で
終
わ
り
、

夫
と
共
に
東
北
解
放
区
で
内
戦
の

終
結
と
建
国
の
た
め
の
事
業
に
従

事
し
た
テ
ル
は
、
長
い
苦
難
と
進

行
し
て
い
た
結
核
の
た
め
に
、
１

９
４
７
年
一
月
三
四
歳
の
若
さ
で
、

五
歳
の
息
子
劉
星
、
一
歳
の
娘
曉

子
を
残
し
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
終
焉
の
地
、
黒
竜
江
省
佳

木
斯
市
に
は
テ
ル
と
夫
劉
仁
の
陵

墓
が
建
て
ら
れ
中
国
の
人
々
の
敬

意
を
集
め
て
い
ま
す
。
七
・
一
平

和
の
集
い
で
上
演
さ
れ
る
「
朗
読

劇
」
は
長
谷
川
テ
ル
の
生
い
立
ち
、

反
戦
放
送
の
前
後
、
遺
児
劉
星
・

曉
子
兄
妹
の
そ
の
後
で
構
成
さ
れ
、

数
多
く
の
画
像
を
含
む
も
の
で
す
。

長
谷
川
テ
ル
（19
12

〜194
7

）
女
史
の
Ａ
Ｂ
Ｃ

武
漢
・
重
慶
か
ら
反
戦
ラ
ジ
オ
放
送

第
三
回
本
部
常
任
理
事
会

府
民
の
期
待
に
応
え
る
活
動
前
進
を

三
月
の
西
支
部
役
員
会
は
、
ボ
ー

リ
ン
グ
・
新
年
会
や
太
極
拳
特
別
練

習
会
、
水
餃
子
の
会
な
ど
の
報
告
と
、

大
会
で
決
め
た
会
員
拡
大
の
計
画
に

つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。
毎
月
、
計

画
的
に
会
員
の
拡
大
を
す
す
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

西
ニ
ュ
ー
ス
の
毎
月
発
行
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、
掲
示
板
へ
の
書

き
込
み
を
多
く
し
て
新
鮮
な
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
も
討
議
し
ま
し
た
。

太
極
拳
教

室
は
四
月
か

ら
第
九
二
期

が
開
講
し
ま

し
た
。
六
月

に
は
太
極
拳
攻
防
講
座
を
石
清
水
体

育
館
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

六
月
二
四
日(

水)

に
毎
年
恒
例
の

団
扇
き
り
え
教
室
を
行
い
ま
す
。

盧
溝
橋
事
件
の
七
月
七
日
に
不
再
戦

平
和
の
宣
伝
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

６
月
に
き
り
え
講
習
会

太
極
拳
教
室
が
開
講

昨年の作品・団扇

西支部

第２回中国百科検定
検定日：９月２７日（日）15：00～

申込期間：６月１日(月)～８月７日(金)

受験コース：３級(ものしりコース)

２級(中国通コース）併願不可

受験料：３級３５００円、２級４５００円）

全国３２カ所、大阪は南北２カ所で実施南


